
11

C O N T E N T S （ 目次）

南阿蘇村の
人口・ 世帯数

　 男　  4 ,80 6  （ －12）

　 女　  5 ,02 5  （ －3）

　 計　  9 ,83 1  （ －15）

世帯数 4 ,89 6  （ －7）

〈 令和8 年9 月3 0 日現在（ 前月比）〉

今 月 の 表 紙

白水小学校の階段に並ぶ、 農

産物のカ ード は、 坂本栄養教

諭が作成さ れたも ので す。 写

真は坂本教諭と 下田蘭さ ん・

菫さ ん・ 華さ ん三姉妹。 三姉

妹のお父様が育て たミ ニ ト マ

ト は「 南阿蘇デー」 の給食にも

登場し 、 児童に大人気でし た。
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特
集　

村
の
草
原
と
田
園
の
風
景
は
、
阿
蘇
山
麓

の
草
原
を
活
か
し
た
畜
産
と
、
そ
の
堆
肥
を

活
用
し
た
農
産
物
の
生
産
に
よ
る
資
源
循
環

型
農
業
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
村
は
標
高
4
0
0
〜
5
0
0
ｍ
の
準
高

冷
地
に
位
置
し
て
い
て
、
多
く
の
湧
水
と
冷

涼
な
気
候
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

こ
う
し
た
豊
か
な
自
然
環
境
を
活
か
し
、
有

機
農
業
な
ど
の
環
境
保
全
型
農
業
に
取
り
組

む
生
産
者
も
多
く
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
な
か
、
村
で
は
、
平
成
22
年
に

「
南
阿
蘇
村
環
境
保
全
農
業
推
進
協
議
会
」

を
設
立
し
、
有
機
農
業
や
環
境
保
全
型
農
業

を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
有
機

農
業
に
取
り
組
む
団
体
の
支
援
や
、
化
学
肥

料
・
化
学
合
成
農
薬
の
使
用
を
慣
行
レ
ベ
ル

か
ら
５
割
以
上
低
減
す
る
取
り
組
み
、
地
球

温
暖
化
防
止
や
生
物
多
様
性
に
効
果
の
高
い

営
農
活
動
の
取
り
組
み
な
ど
に
対
し
て
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
令
和
5
年
4
月

に
は
、
こ
の
豊
か
な
自
然
と
持
続
可
能
な
農

業
を
未
来
へ
引
き
継
ぐ
た
め
、「
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
村
全
体
で
環
境
に
や
さ
し

い
「
環
境
保
全
型
農
業
」
を
推
進
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
今
回
は
、
村
で
行
わ
れ
て
い
る

取
り
組
み
に
つ
い
て
特
集
し
ま
す
。

昨年、 県庁で実施し たマルシェ のひと こ ま

除草作業

水田オーナー制度での田植え

き
れ
い
な
水
と
土
を
次
の
世
代
へ
。

村
が
取
り
組
む
「
環
境
保
全
型
農
業
」

0 2 特集
きれいな水と 土を次の世代へ。

村が取り 組む「 環境保全型農業」

0 6 みなみあそダイアリ ー

0 9 南阿蘇中学校職場体験だより

1 0 大切なお知らせ
南阿蘇村立保育所のあり 方検討委員会より 答申書が提出さ れまし た

／児童虐待は「 世代を超えて人生を壊す」法律で禁止さ れた違法行為

です／温泉への送迎にご協力いただく 皆さ んへ 送迎支援者にも 補

助券を交付し ます！／カスタ マーハラスメ ント 防止にご協力く ださ い

／障がい福祉関係給付制度のご案内／生活道路における自動車の

法定速度が引き下げられました！／飼料高騰対策支援金を交付します

／南阿蘇村そば作付振興補助金を交付します／県内の森林の土地

取引を行う 場合は、30日前までに県への事前届出が必要です！

1 6 みなみあそ情報ひろば

1 9 図書室だより

学校通信

2 0 地域おこし 協力隊通信

村と 人

一品どう ぞ

2 1 ハート がたく さ んの村づく り

なんでも 南部分署

ポリスインフォメ ーショ ン

2 2 教えて！村長さ ん

2 3 3 歳になったよ！

出生・ おく やみ・ 社協告知板

編集後記

2 4 南阿蘇カレンダー
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「 かなばあち ゃ ん」 は
協議会のキャ ラ ク タ ーです

　
環
境
保
全
型
農
業
と
は
、
農
業
を
続
け
な

が
ら
、
自
然
環
境
へ
の
負
担
を
で
き
る
だ
け

減
ら
し
、
緑
や
水
な
ど
環
境
に
配
慮
し
た
農

法
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
い
う
こ
れ
か
ら
の

農
業
の
形
で
す
。

　
例
と
し
て
、
具
体
的
に
次
の
よ
う
な
取
り

組
み
が
あ
り
ま
す
。

•
化
学
肥
料
や
化
学
合
成
農
薬
の
使
用
を
減

ら
す

•
有
機
肥
料
や
堆
肥
を
活
用
す
る

•
土
や
水
を
大
切
に
す
る

•
生
き
物
や
生
態
系
を
守
る

•
地
球
温
暖
化
の
防
止
に
つ
な
が
る
農
業
を

行
う
　
　
な
ど

　
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
と
は
、
有
機
農

業
な
ど
の
環
境
保
全
型
農
業
に
関
し
て
、
生

産
か
ら
流
通
、
加
工
、
そ
し
て
子
ど
も
た
ち

の
給
食
な
ど
の
「
消
費
」
に
至
る
ま
で
、
地

域
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
村
づ
く
り
の
こ

と
で
す
。
農
林
水
産
省
が
推
進
す
る
「
み
ど

り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
に
基
づ
き
、
環

境
負
荷
の
少
な
い
持
続
可
能
な
農
業
の
拡
大

と
地
域
活
性
化
を
目
指
し
て
創
出
さ
れ
て
い

ま
す
。

①
つ
く
る
（
生
産
）

•
土
の
中
の
微
生
物
や
生
き
物
を
大
切
に
し
、

化
学
肥
料
や
化
学
合
成
農
薬
を
で
き
る
だ

け
減
ら
し
た
栽
培
に
挑
戦
し
ま
す
。

②
ま
も
る
（
環
境
）

•
村
の
命
綱
で
あ
る
水
源
や
豊
か
な
生
態
系

を
守
り
育
み
ま
す
。

③
つ
な
ぐ
（
消
費
・
未
来
）

•
環
境
に
優
し
い
農
産
物
を
地
域
で
支
え
、

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
食
卓
へ
届
け

ま
す
。

　
農
家
の
取
り
組
み
を
村
全
体
で
支
え
、
環

境
に
や
さ
し
い
農
産
物
を
育
て
、
そ
の
恵
み

を
子
ど
も
た
ち
の
未
来
へ
つ
な
ぐ
。
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、

自
然
と
共
に
暮
ら
し
、
誰
も
が
誇
り
を
持
て

る
持
続
可
能
な
村
を
目
指
し
ま
す
。

　
村
の
農
業
・
地
下
水
・
景
観
な
ど
を
一
体

的
に
守
り
な
が
ら
、
地
域
農
産
物
の
ブ
ラ
ン

ド
化
や
地
産
地
消
を
進
め
る
組
織
。
化
学
合

成
肥
料
や
化
学
合
成
農
薬
を
減
ら
す
、
ま
た

は
使
用
し
な
い
農
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
会
員
は
現
在
約
2
1
0
人
で
、
稲
作
や
有

機
農
業
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
作
物
を
生
産

し
て
い
ま
す
。
会
員
は
補
助
金
を
利
用
で
き

る
、
イ
ベ
ン
ト
に
出
展
で
き
る
、
協
議
会
所

有
の
備
品
が
使
え
る
な
ど
の
利
点
が
あ
り
ま

す
。
新
規
会
員
も
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
の

で
、
詳
細
は
協
議
会
（
農
政
課
内
事
務
局
）

ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

☎
0
9
6
7
（
6
7
）
2
7
0
7

「
環
境
保
全
型
農
業
」
と
は
？

村
が
目
指
す
「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

ビ
レ
ッ
ジ
」
と
は
？

環
境
保
全
農
業
推
進
協
議
会

に
つ
い
て

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
の
サ
イ
ク
ル

村
の
目
指
す
未
来

環境保全農業推進協議会 会長

南阿蘇ふれあい農園（ 株式会社みなみ阿蘇） 田尻 徹さ ん（ 写真右）

樹美さ ん（ 写真左・ 妻）

　 農業を 続けていく ためには、 農産物を 育てる 人が必

要ですが、 担い手不足が大き な課題だと 感じ ています。

　 特に力を 入れて いる のが「 学校給食」 で す。 子ど も

たち に、 旬の新鮮な食べ物を 味わっ てほし いだけでな

く 、 地元でも おいし い農産物が作ら れている こ と や、

一つ一つの農産物に生産者がいるこ と を知っ ても ら い、

食べ物や農業に興味を 持つき っ かけにし たいと 思っ て

います。 さ ら に、 将来の農業の担い手育成にも つなが

ればと 願っ ています。

　 今後も 、有機野菜や米の生産を続けていき ます。また、

今年は村のオリ ジナルブラ ン ド 農作物の確立にも 取り

組み、 村内で作ら れる 農産物の魅力を 村外にも 発信し

ていき たいと 考えています。 こ のほか、 来年1 月に道

の駅あそ望の郷く ぎので開催予定の「 ど んど や」 にも

協力し ていき ます。

　 私たち の暮ら し は農業と 隣り 合

わせで す。 こ れから も 環境保全

型農業を 推進し 、 地域の豊か

な 自然と 農業を 次の世代へ

つないでいき たいと 考えて

います。

協議会では、「 持続可能な農業」を目指し て活動し ています

インタ ビュー
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学
校
給
食
に
つ
い
て
、
子
ど
も
た
ち
と
地

域
の
生
産
者
と
の
つ
な
が
り
を
作
り
、
地
域

の
食
や
農
業
へ
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、

食
べ
物
へ
の
感
謝
の
心
を
育
む
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
白
水
小
学
校
で
交
流
企
画
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
企
画
は
、
白
水
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

の
坂
本
麻
美
栄
養
教
諭
の
ご
協
力
の
も
と
、

「
南
阿
蘇
デ
ー
」
と
題
し
、
村
の
農
産
物
を

ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
学
校
給
食
を
子
ど
も
た

ち
に
届
け
る
取
り
組
み
で
、
今
年
で
３
回
目

で
す
。

　
給
食
を
味
わ
う
だ
け
で
な
く
、
生
産
者
と

児
童
が
直
接
顔
を
合
わ
せ
、
農
産
物
に
込
め

ら
れ
た
想
い
や
、
日
々
の
仕
事
に
つ
い
て
お

話
を
聞
く
こ
と
で
、
児
童
に
と
っ
て
は
「
こ

の
野
菜
は
、
あ
の
人
が
作
っ
て
く
れ
た
ん
だ
」

と
、
食
べ
物
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う

こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
産

者
に
は
子
ど
も
た
ち
が
お
い
し
い
給
食
を
食

べ
て
元
気
に
成
長
し
て
い
る
姿
を
見
て
も
ら

い
、
自
分
た
ち
が
心
を
込
め
て
育
て
た
農
産

物
が
子
ど
も
た
ち
の
給
食
に
つ
な
が
っ
て
い

る
こ
と
を
実
感
し
て
い
た
だ
く
機
会
と
な
り

ま
す
。

　
村
の
豊
か
な
自
然
の
中
で
育
っ
た
農
産
物

を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
地
域
の
恵
み
に

気
づ
き
、
生
産
者
へ
の
感
謝
や
、
ふ
る
さ
と

へ
の
愛
着
を
育
む
。
そ
ん
な
、
食
を
通
じ
て

人
と
人
、
地
域
と
子
ど
も
た
ち
が
つ
な
が
る

取
り
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
11
月
に
は
南
阿
蘇
西
小
学
校
で
も
初
め
て

の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

全ク ラ スを 回っ て話をし た生産者

お
い
し
そ
う
に
給
食
を
食
べ
る

1
年
生

こ の日のメ ニュ ー。
おあし す米の野菜そぼろ 丼、

ミ ニト マト サラ ダ、
根菜のみそ汁、 牛乳

学
校
給
食
に
お
け
る

生
産
者
と
の
交
流
企
画

　「 顔が見える給食」をモッ ト ーに、 毎

日給食を 提供し ています。 村にはおい

し い野菜がたく さ んあり 、 恵まれた環

境であるこ と を児童に知っ てほし いと

いう 想いで、 こ の企画を続けています。

　 まず、 生産者の皆さ んがいてく ださ

る から こ そ、 子ども たち に給食を 作る こ と ができ ます。 そ

し て、 地産地消を 進めたいと いう 気持ち はあり ますが、 予

算のこ と を 考える と なかなか難し い部分も あり ます。 そん

な中、 村の教育委員会にも 支援し ていただき 、 こ う し て地

元の農産物を給食に使う こ と ができ ています。

　 また、 規格外で市場に出すこ と が難し く ても 、 味はおい

し い農産物がたく さ んあり ます。 そう し た農産物を 低価格

で買わせていただく こ と で、 生産者の皆さ んの収入にも つ

なげる こ と ができ ます。 一方で、 規格外の農産物は皮むき

やカ ッ ト など、 調理に手間がかかり ます。 それでも 丁寧に

調理し てく れている 調理員の皆さ んにも、 本当に感謝し て

います。

　 こ れから も 、 地域の皆さ んの支えに

感謝し ながら 、 食を通し て人と 人と の

つながり や食べ物への感謝の気持ち

を子ども たちに伝えていきたいです。

　 毎年、 児童がおいし そう に給

食を食べている姿を見るこ と が

でき、 と て も 嬉し く 思いま す。

こ の取り 組みを 通し て、 児童の

食育への興味も 高まっ ていると 感じ ています。

　 村は「 水の生ま れる 里」 と し ても 有名な ので、

村で採れる お米はと ても おいし いです。 こ れか

ら も 、 村で採れたおいし いも のをたく さ ん食べて、

元気に成長し てほし いと 願っ ています。

宮田 加奈さ ん（ おあし す米農家）
坂本 麻美 栄養教諭

長野 澪さ ん（ 白水小学校5 年生）

　 給食はおいし く て大好き です。 毎日、

楽し みにし ていま す。 私のお父さ んと

お母さ んも ト マト 農家で、 暑い日や雨

の日も 苦労し ながら 一生懸命仕事を し

ている 姿を 知っ ている ので、 普段から

食べ物を大切にし ています。

　 今回、 お米や野菜など を 作っ てく れた人に会

えて、 みんなでお礼を 言えて良かっ たです。 こ

れから の給食も 感謝し ていただきます！
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声を掛け合いながら 収穫を 行っ た参加者

和気あいあいと 収穫を 行っ た参加者

　
村
環
境
保
全
農
業
推
進
協
議
会
で
は
、
水

田
と
落
花
生
オ
ー
ナ
ー
制
度
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
希
望
者
を
募
っ
て
村
の
水
田
と
落

花
生
の
オ
ー
ナ
ー
に
な
り
、
自
分
専
用
の
安

心
の
お
米
と
落
花
生
を
実
際
に
村
に
来
て
、

栽
培
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
村
の
環
境
保
全

に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
で
す
。
今
後
も
オ
ー

ナ
ー
制
度
を
通
し
て
、
継
続
的
に
地
域
や
農

業
に
関
わ
る
き
っ
か
け
づ
く
り
と
魅
力
発
信

を
継
続
し
て
し
て
い
き
ま
す
。

水
田
オ
ー
ナ
ー
・

落
花
生
オ
ー
ナ
ー
制
度

水
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
に
つ
い
て

　
こ
の
制
度
は
参
加
者
と
と
も
に
、
米
作

り
を
通
し
て
村
の
美
し
い
風
景
と
お
い
し

い
米
を
残
し
て
い
こ
う
、
と
い
う
試
み
で
す
。

こ
の
活
動
を
通
し
て
、
山
間
地
の
水
田
風

景
を
今
後
も
続
く
も
の
に
し
て
い
く
狙
い

が
あ
り
ま
す
。

　
今
年
は
4
組
（
5
区
画
）
の
参
加
者
が
集

ま
り
、
5
月
に
田
植
え
、
７
月
に
除
草
、

9
月
に
稲
刈
り
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者

は
水
田
で
の
慣
れ
な
い
作
業
に
、
最
後
ま

で
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　
収
穫
し
た
米
は
、
1
区
画
20
㎏
ず
つ
参

加
者
に
届
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

落
花
生
オ
ー
ナ
ー
制
度
に
つ
い
て

　
こ
の
制
度
は
、
村
の
気
候
に
も
あ
っ
た

落
花
生
を
育
て
、
村
の
農
業
に
気
軽
に
触

れ
て
も
ら
お
う
と
い
う
試
み
で
す
。

　
品
種
は
落
花
生
の
中
で
も
特
に
塩
茹
で

が
美
味
し
い
大
粒
品
種
「
オ
オ
マ
サ
リ
」
。

今
年
は
参
加
し
た
9
組
（
12
区
画
）
の
全
て

が
リ
ピ
ー
タ
ー
で
し
た
。
参
加
者
は
、
5

月
に
1
組
20
粒
ず
つ
種
を
ま
き
、
7
月
に

草
取
り
と
マ
ル
チ
は
ぎ
、
9
月
に
収
穫
を

行
い
ま
し
た
。

　
採
れ
た
て
の
落
花
生
は
各
自
で
持
ち
帰

り
、
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

収
穫
後
も
来
年
度
の
実
施
を
望
む
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

　 大分県から 参加し まし た。 過去にあっ たじ ゃ がい

も や高菜のオーナー制度にも 何度か参加し ていて、

家族で南阿蘇村に訪れる のを 楽し みにし ています。

今年は子ども が用事で来れず、 初めて夫婦2 人での

参加でし たが、 自然に囲まれて会話も 弾み、 充実し

たひと と き を 過ごせまし た。 こ の体験を通し て、 い

つか自分の畑を持ちたいと 思う よう になり まし た。

〔 落花生〕森山 剛志さ ん（ 写真左）・ 里美さ ん夫婦

　 熊本市内から 参加し まし た。 田植えも 稲刈り も 楽

し く て、 泥だら けになっ て頑張り まし た。 お米が大

好き なので、 こ れから も 一粒も 残さ ないよう に食べ

たいし 、 食べ物も 全て大切に残さ ず食べたいです。

田んぼで生き 物や植物にも 触れて、 普段はあまり で

きない体験だっ たので、 また参加し たいです。

〔 水田〕小山 蓮さ ん（ 写真左）・ 律さ ん兄弟

　 会社の福利厚生の一環で、 沖縄県から 家族4 人で

参加し まし た。 初めて田植えと 稲刈り を 経験し まし

た。（ みど り さ ん） 5 月に植えた苗が成長し ている の

を 自分の目で見て、 感動し まし た。 田植えは手で植

えるだけだっ たのに比べ、 稲刈り は鎌で刈る腕の力

と 体幹が必要だっ たのでき つく 感じ まし た。 農家の

皆さ んの努力や苦労を知り 、 改めて尊敬し まし た。

〔 水田〕大浜 みどり さ ん（ 写真左）・ 公子さ ん親子

参加者の感想
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